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・12月  5日　 仙台空港→成田空港→上海浦
東空港
・12月  6日　 上海浦東空港→重慶江北国際
空港　重慶→貴州省貴陽（バ
ス）
・12月  7日　 貴陽→安順（バス）
・12月  8日　 貴陽→凱里（バス）






初日である 12月 5日は，仙台空港 14時 20
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分発の飛行機に乗り，成田空港へと移動した。
その後 18時 50分発の飛行機で上海浦東空港へ
と向かい現地へ着いたのが 21時 30分であっ
た。宿泊場所である上海浦東空港内にある浦東
空港大衆賓館に到着したのが現地時間で 10時
を過ぎていたため，食事をとることができず中
国最初の食事は日本のコンビニの浦東空港支店
となってしまった。店内には日本でも見かける
商品の中国名などが並ぶ一方で，日本では目に
することのない蜂蜜入りの緑茶などが並んでお
り，自分たちは中国にいるのだと改めて実感す
ることができた。この日はコンビニで購入した
商品で遅い夕食を済ませ就寝した。
12月 6日
6日は調査の拠点となる貴陽までの移動に 1
日が当てられた。まず，上海浦東空港から 9時
発の国内線に乗り，重慶の空港まで約 3時間の
移動を行った。到着した重慶の空港にて重慶師
範大学の楊華先生・蒋剛先生・楊華先生の夫人
の丁建華さん，通訳の重慶師範大学学生の向越
云さんが空港まで出迎えてくださった。その後，
浦東空港大衆賓館
空港内のコンビニ
蜂蜜入り緑茶
空港内の飲食店 重慶市内の様子
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楊華先生・蒋剛先生らと共にバスに乗り，市内
で昼食をとった後，貴陽へ向けて移動した。重
慶市の中心は 5階以上のマンションが多く建ち
並び車通りも多く，都市という印象を受けた。
しかし，中心を離れ高速道路に近づくにつれ，
建設途中の高層ビルと取り壊されている最中の
民家が並ぶエリアを通った。通訳の向さんに訊
ねたところ中心を離れた地域は，まだ開発途中
ということであった。
高速道路に入ってから見る景色は日本と大き
く違っていた。特に山々の傾斜は日本のものと
比べて急であり，そこには急峻な地形を畑地す
るために段々畑がつくられていた。
このような景色を車窓から見ているとふと谷
口教授の授業で聞いた過去の調査で船を移動手
段として利用したという話を思い出した。確か
にこれほどまでに傾斜のある山を越えるよりも
川や谷を通った方が安全であると痛感した。ま
た，こういった地形であることが中国で河川交
通が重要な交通手段となった理由のひとつであ
るという思いがした。
　重慶を出発して貴州民族大学に到着したの
は，夜 9時を過ぎた頃だった。我々一行の到着
を待ちわびていた貴州民族大学の陳玉平教先
生・呉雷電准教授・龔徳全副研究員らの歓待を
受けた。その後陳先生と明日以降の調査の打ち
合わせを行った。
（佐藤由浩）
12月 7日
（1）　貴陽市花渓区貴州福縁文化伝播有限公司
にて印江儺堂戯調査
この日はまず貴州福縁文化伝播有限公司を訪
れ，儺堂戯について調査を行った。展示室を見
学し，法師として仕事をしている秦法雷（法師
としての名前）さんに案内もして頂き，使用さ
れる仮面の性格や儺堂戯の行われる様子などを
学んだ。
儺堂戯には祈祷や厄払いなどの意味が込めら
れている。柱に刺した刀を梯子のようにして
登ったり，火を取り扱うなどの演目があり，そ
れぞれの演目に対してお金を支払う必要があ
る。演者はこの儺堂戯での収入で生計をたてて
いる。
この儺堂戯は貴州省東部の印江で行われてい
たものであるが，時代が進むにつれ人口が減少
し，継続が難しくなってきたという。そこで，
都市部に移住し儺堂戯の継続が可能になった。
儺堂戯において，神を呼び出す重要な役割を
担う司祭を法師と呼ぶ。法師としての資格が必
要で，法師になる人は様々な勉強をするのだと
高速道路からの風景
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いう。昔は 70歳以上の人が正式に法師となっ
ていたが，人の減少により今は 30代位の若い
人が法師になっている。
儺堂戯を実際に見ることは叶わなかったが，
秦法雷さんから儺堂戯を執り行っている様子を
収めた DVDを頂いた。
（2）　安順市劉官郷「秦発忠儺雕芸術工作室」
にて仮面制作見学
儺戯に使用される面を制作している工作室を
訪れた。この場所はもともと面を作る工場だっ
儺堂
儺堂の中の祭壇
面や道具を見せてもらい，説明を受ける
このような柱を登る演目がある
秦法雷さんから DVDを頂く
中国貴州省における民俗調査 37
たそうだが，古くなったので，新しく制作した
面を展示する博物館を建てようと，改装中だっ
た。その中で，いくつかの説明を受けた。中国
では木彫りの窓の飾りは親孝行の物語を題材に
することが多いという。建設途中のこの博物館
の窓にも繊細な装飾が施されていた。
博物館の奥に工作室がある。ここの工作室で
仮面をつくっている。地元の貴州だけでなく，
様々な地域から依頼を受けて仮面を制作してい
るとのことだった。
（3）　安順市旧州城を散策
ここには古い街並みが残っており，情緒あふ
れる景観が見られる。現在は様々な人びとが集
まり，文化を形成しているとの話であった。
博物館の窓の装飾
山積みの仮面
改装中の博物館の中も見せて頂いた
制作途中の仮面
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（4）　安順市高壩村にて安順地戯観賞
地元の「羊保地戯隊」の方々が特別に行って
くださった安順地戯という仮面劇を観賞した。
安順地戯とは貴陽市の地元に残っている仮面劇
である。地戯の起源は，はっきりとはわからな
いが，明の時代の始めに北方から移動してきた
軍人や一般民の間で始められたとされている。
明から清の時代にかけて，軍人や一般民が移動
して居住した集落は屯堡と呼ばれており，彼ら
の仮面劇は屯堡儺戯と呼ばれる。安順地戯は屯
堡儺戯のひとつである。安順地戯は軍人などが
行ったとされる儺戯に含まれるので戦いに関す
る演目が非常に多い。
演目は隋から唐へと移り変わる時の話を題材
としている。演じていただいた演目は『大反山
東』のうちの 2幕である。『大反山東』は楊林
が山東で大きな反乱を起こしたという意味であ
り，楊林が主人公となっている。一つ目の演目
は，楊林と羅成が戦うものである。次の演目は
秦叔寶と尚師徒の戦いである。秦叔寶は楊林の
部下であったが，秦叔寶は楊林を見限り，逃げ
てしまう。楊林は秦叔寶を戦いで負けさせて引
き戻そうと，何人もの部下を向かわせるが皆負
けてしまう。そこでもう一人の強い部下，尚師
徒を送り込み，やっと秦叔寶に勝利するという
話である。
安順地戯は本来は，旧正月の 1日～5日に行
われるという。その他には特別な記念日に行う
趣のある街並み
ベランダの柱が下にまで突き出ているのがこの辺
りの地域の特徴 尚師徒役の衣装の準備
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こともある。地戯を演じる人々は皆農民で，農
作業の終わったあとの夜に練習を行う。地戯を
やり始めるのは，昔は 5～6歳からが普通だっ
た。まず地戯を見聞きすることから始まり，最
初に習得するのは歌だという。それができるよ
うになると，地戯の幕と幕の合間の子供たちに
よる簡単な演劇が行われ，こうして徐々に経験
を積んでいくのだという。
地戯には昔は女性が参加することはできな
かった。理由は仮面の神性を穢してしまうから
である。しかし男女平等が謳われるようになっ
てからは女性の参加が認められるようになっ
た。それでも未だ女性参加を良く思わない人も
いるとのことだった。
地戯の踊りに宗教的な部分は見られないが，
仮面が神聖視されている。そのため仮面は普段
は寺廟や土地廟に保管されている。使用時に仮
面を取り出すときはその土地の長が取り出す
が，このとき神性が失われないように呪文を唱
えるのだという。この呪文は人に聞かれてはな
らないもので，これを知っている人は少ないの
だそうだ。
地戯の衣装は，普通の服の上から白の長袖の
上着を着て，下の衣装は腰に巻くようにして着
る。上には下と揃いの色のポンチョのようなも
のを羽織る。背中には旗を背負い，頭には黒い
頭巾をかぶり，仮面を着用する際は顔を隠す。
一つ目の演目
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仮面の目の部分には穴が開いていないので，仮
面はやや上向きに，額に当ててかぶり，その下
から視界を確保している。
地戯が行われた場所は広い交差した道の真ん
中で，舞台はない。演奏は太鼓一つと銅鑼一つ
で，演者が歌を歌いながら舞う。鮮やかな衣装
が翻るさまと，勇壮な戦いの舞はとても迫力が
あった。
 （砂金春奈）
2月 8日
（1）　貴州民族大学図書館
中国には人口の九割を占める漢民族と 55の
少数民族が暮らし，民族ごとに祭祀・衣装・建
築などは異なり多様である。多様であることは，
それだけ無形文化財の風俗慣習・民俗芸能から
有形文化財の衣装・仮面などに至るまで調査対
象が多く，未知の分野があり，未だ解明されて
いない部分もある。また長時間の移動をともな
うフィールドワークで，少数民族が暮らす現地
に赴き，彼らの生の声を聞いたうえで，調査対
象の保存・伝承状況を確認して保護し，後世に
伝えていくことが求められる。中国では法律に
より，少数民族は保護され，国と研究機関が連
携した少数民族の研究活動が盛んである。近年
は外国人研究者の調査が増加しつつあり，研究
活動の幅が広がっているため，今後も注目しな
ければならない。このような動向のなかで，積
極的に少数民族の歴史や文化を中国国内だけで
なく，世界に発信する場として機能しているの
が貴州民族大学図書館ではないだろうか。12
月 8日の午前中は貴陽の貴州民族大学図書館を
訪問した。貴州民族大学は少数民族が多く居住
する貴州にあり，少数民族の学生が多く在籍し
ている。少数民族の研究成果を伝えるための発
信基地である貴州民族大学図書館は図書館と博
物館が合わさった施設で，入口付近には学生た
ちが描いた少数民族の絵画が展示されている。
毎年，貴州民族大学では，少数民族の研究に関
する学会が開催され，その様子は貴州民族大学
図書館でパネルを用いて紹介されていた。展示
エリアには土家（トーチア）族など少数民族の
文献や 7日の調査で儺戯を披露してくださった
安順市の方々の衣装や仮面，有名な苗（ミャオ）
族の銀飾りが展示され，貴州民族大学の方々が
収集した幅広い少数民族の資料などが公開され
ている。殊に漢民族が彝（イ）族について記し
尚師徒
秦叔寶（左）と尚師徒（右）の戦い
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た史料や布依（プイ）族の言語を漢文にした文
書があり，漢民族が少数民族をどのように認識
し，理解しようと試みたのか分かり，漢民族と
少数民族の交流の歴史を考察することができる
点で興味深かった。貴州民族大学図書館では，
刊行や古文書などの修復・整理が行われ，修復・
整理作業が行われている部屋を見学することが
できた。修復されている史料のなかに，安順市
西秀区高ኇ村で観賞した安順地戯のシナリオの
一つである『大反山東』があった。『大反山東』
は隋唐交代期の歴史故事を題材にしたものであ
り，そのうち尚司徒ら勇将・猛将を演じた地戯
の一幕を見物したわけである。貴州民族大学図
書館で少数民族の資料調査をしたことにより，
少数民族に対する理解が深まっただけでなく，
大学における資料などの収集・修復，そして展
示し外へ発信することの大切さを学ぶことがで
きた。
（2）　貴州省民族博物館
貴州民族大学図書館で調査した後に貴州省民
族博物館に移動した。貴州省民族博物館の入口
には漢民族と少数民族が一緒になった彫刻があ
り，少数民族に関する展示だけでなく化石・考
古遺物・年画などの展示もあった。少数民族の
展示については，苗族村の地形や集落がどのよ
うに分布しているのか分かる模型や木造の家屋
をそのまま展示したスペースがあり，日本の電
化製品に囲まれた家内とは異なって，トウガラ
シが吊るしてある家内は生活や信仰に関わるモ
ノばかりで印象的であった。貴州民族大学図書
館と同様に，高価で少数民族の富の象徴である
頭飾り・イヤリング・腰帯など，結婚式のよう
な特別な儀礼のときに用いられる綺麗な銀飾り
が展示されていた。銀飾りが美しく高価である
ことからも分かるように，現在も少数民族の
方々は結婚式など特別な儀礼に対する想いは強
く，そのことを銀飾りはきらきらと輝かせなが
ら語っている。また華やかな装飾を施した衣装
や独創的な仮面が多く展示されていた。地戯の
仮面は演じる役によって異なり，赤・青・ピン
ク色など多様で，本物の髪の毛を使った髭がつ
いた仮面もあり，それぞれに特徴がある点で面
白い。他にも，少数民族を理解するうえで不可
欠な，竹製の編物の展示や少数民族のシンボル
カラーを生み出す絞染の展示などがあった。貴
州省民族博物館の少数民族の展示から，生活や
信仰に関わるモノには，例えば色や模様など共
通の認識があり，彼らの特異な感性を学ぶこと
ができた。やはり，実物を見てから，少数民族
の社会や文化の発展にどのように役立ってきた
貴州民族大学図書館の史料修復室
『大反山東』
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のか考察しなければならないと感じる。7日の
調査で安順市を訪れた際に，地戯の仮面を製造
している秦発忠儺雕芸術工作室付近にある博物
館の建設現場を見学した。国からの援助がなく
博物館が建設されないため，私的に博物館を建
設していることを知った。研究のために人口が
集中する都市の大学や博物館に少数民族の資料
が集まり，少数民族の村落では博物館の建設が
進んでいないのが現状だと思う。運営や管理の
面で多くの問題があると考えるが，少数民族の
方々が生活する現地に博物館を建設し，少数民
族の方々が主体的に自らの伝統や文化を維持し
ていくことも必要ではないだろうか。
（3）　西江苗寨
午後は貴陽の貴州省民族博物館を出発して凱
里の西江苗寨を訪れた。少数民族は気候や地形
に適した生活様式を営み，固有の風俗慣習を伝
承して伝統文化を形成している。西江苗寨は山
奥にある苗族の集村である。苗族は山間部や山
腹斜面に移動することを余儀なくされた民族と
され，生活空間は山岳地帯や河谷の平坦地など
に展開し，生業については棚田による稲作やト
ウモロコシなどの畑作が挙げられる。西江苗寨
には「西江千戸苗寨」という額縁がつけられた
門があり，その門を通過すると建造物が密集し
た空間が広がっていた。放し飼いされた犬が動
きまわる石敷きのメインストリートが続き，瓦
屋根の木造の家屋が山の斜面に沿って建てら
れ，夜になると川面に明るく照らされた家屋が
映り，美しい景観であった。一方で西江苗寨は
安順市西秀区高ኇ村とは風景が異なり，少数民
族の生活や彼らを取り巻く環境は変化している
のではないかと感じた。西江苗寨は地方都市か
ら遠く離れた山奥にあり，長時間の移動が必要
であるが，苗族とその生活空間などを見学する
ために多くの観光客が訪れていた。観光客のた
めにバスが運行され，飲食店やお土産屋，宿泊
施設が並んで観光の名所といえるが，本来，苗
族の居住空間は，このような光景は広がってい
なかったと思う。西江苗寨では先に述べた銀製
の頭飾りをつけ，華やかな衣装を着たおよそ
二十名の女性が舞台で踊り，十二名ほどの男性
が黒色の衣装を着て笙を奏でていた。ただチ
ケットを提示して，派手な格好をした司会者が
場を盛り上げている状況などを踏まえると，日
本でも同様なことが行われ，西江苗寨だけの問
題ではないが，観光客に見て喜んでもらうため
の側面がかなり強かったと思う。7日の調査で
貴州福縁文化伝播有限公司を訪れた際に，少数
民族の方々は生活のために農村から都市に移住
し，若い司祭が農村の祭祀を出身の村の平安や
住民の健康を祈るのではなく，見物客に対して
披露することで生計を立てていることを知っ
た。観光地化が進む少数民族の居住空間や農村
から都市に移住することに関しては，少数民族
の方々にはそれぞれの生活があることを念頭に
置いて，今日の少数民族の生活や居住空間の変
化を考えなければならない。経済発展が著しく，
急速に何もかも変わっていく中国において，今
後も時代とともに人口が増加する少数民族は変
わっていくだろう。そのことを踏まえて，少数
民族に受け継がれた伝統を守り，後世に伝える
ことを意識して研究活動を継続していくことが
求められる。
【参考・引用文献】
田畑久夫・金丸良子「ヤオ族の生業形態の研究―フィー
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ルドサーヴェイを中心として―」『比較民俗研究』7，
1993
 （安保　智）
12月 9日
まず，西江苗寨で朝食を食べた。苗族のよう
な少数民族にとって，最も重要なタンパク源が
「ナーロウ」と呼ばれる豚肉のベーコンだ。ベー
コンは少数民族の人々にとって大切な食料であ
るとともに，この地方の名物なのである。私達
が入った店は，土産用のベーコンを店頭に置い
ていて，その他にベーコンを使った軽食も提供
しているような店だった。
メニューは，牛肉，ベーコンなど具材が選べ
るビーフン，もち米のおこわにベーコンと豆を
のせたもの，などがあった。私が食べたのはも
ち米のおこわで，スープと目玉焼きもセットに
なっていてとてもボリュームがあった。朝のひ
んやりとした空気の中，西江での最後の食事を
済ませた。
この日は西江から重慶まで移動しなければな
らないため，後の行程は全てバス移動のみと
なった。重慶までは 8時間かかるとのことで，
日本とのスケールの違いに改めて驚かされた。
昼食は，高速道路の途中のサービスエリアの
フードコートのような場所でとった。食券を係
の人に出すと食器が渡され，好きなものをセル
フサービスで取って食べるシステムだった。食
券は 25元だったので，日本円で約 500円のバ
イキング形式の食堂だ。飲み物やスープも用意
されていて，様々な人が思い思いに食事をとっ
ていた。その他にも，ファストフードの店や，
日本円で約 200円で温かい麺が食べられる店も
あった。
高速道路では，途中で交通事故による渋滞に
巻き込まれたこともあり，重慶への到着が予定
よりだいぶ遅くなってしまった。西江から重慶
のホテルに着くまで，10時間近くもかかった。
重慶の岷山飯店というホテルで，重慶師範大
学の常雲平先生が迎えてくださり，楊教華先生・
蒋剛先生らを交えて懇談をした。
12月 10日
この日は飛行機の時間の都合上，朝早くにホ
テルを出ることとなった。丁建華さんが空港ま
で付き添って見送りまでしてくださった。
上海の浦東空港に着き，地下鉄を利用してホ
テルの最寄りの駅である，南京東路駅まで移動
した。中国の地下鉄は，切符を改札の決められ
た場所に触れさせると，改札をふさいでいるス
店先に蒸したベーコンとおこわが売られている
サービスエリアでのバイキング形式の食事
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トッパーが動くようになり，改札を抜けられる，
というものだった。日本で言えば，Suicaなど
の交通系のカードで改札を抜けるときと同じ手
順である。しかし，中国では切符を使い回しし
ているので，古い切符だと反応せずストッパー
が動かない。そんなアクシデントに見舞われた
人もいながら，無事にホテルまで到着した。
ホテルで少し休んでから，上海の街を観光し
ようとしたが，あいにくの雨だったため，あち
こち歩くことは断念し，豫園にある店を見て買
い物をした後に夕食をとることになった。豫園
は，明の時代の庭園で，現在は風情のある姿を
残しながら観光地となっている。周辺には土産
物屋が立ち並んでいて，雨にも関わらず観光客
のような人々が多くいた。
買い物を終え，谷口先生に案内していただい
たお店でとても美味しい夕食をとり，日が暮れ
た上海の街に出ると，建物がライトアップされ
ていた。昼間とはまた違った雰囲気になってお
り，日本の都市部とも違う風景に，中国にいる
という実感と，翌日には中国を去るという寂し
さが同時に押し寄せてきた。
12月 11日
早朝に，谷口先生の案内で外灘（ワイタン）
に向かった。ホテルから徒歩 15分ほどで到着
した。外灘は，黄浦江西岸沿いの全長 1.1 km
ほどの地域を指す。19世紀後半から 20世紀前
半にかけて建設された，レトロな雰囲気の西洋
式高層建築が建ち並んでいる。今では観光地で
ある他，ジョギングコースや，デートスポット
になっているようだ。
夜にライトアップされている上海の街
豫園にある土産物屋街
観光地になっている豫園
外灘の街並み
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飛行機の時間の都合もあり，長い時間はいら
れなかったので残念な思いをした。
おわりに
今回の調査では，中国の少数民族の文化，暮
レトロな建物が立ち並ぶ
らしのあり方に直接触れるような調査ができ
た。調査で訪問した場所や，移動の際の景色か
らも，中国の著しい発展の様子を見て取ること
ができた。それと同時に，都市部と，発展途上
の都市部から離れた地域，その地域の発展の仕
方の違いを実際に目で見て感じた。
今回の調査に参加した大学院生全員が，得る
ものがあった調査であり，個人個人のこれから
の研究が深まるものだったといえる。
最後に，重慶師範大学歴史与社会学院の楊華
先生，蒋剛先生をはじめ，多くの先生方にご指
導を賜ったことを，この場をお借りして御礼申
し上げたい。
 （森千可子）
